
鎌 倉 朝 日 ２０２５年（令和７年）２月１日 （２）（３） 第551 号 1部　220 円

朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集
　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

チ
ェ
リ
ス
ト
は
楽
器
を
抱
き
目
を
つ
む
り
ま
る
で
求
道
者
の
よ
う

に
弾
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材
木
座
　
有
野
裕
美
子

　
音
楽
に
敬
虔
な
気
持
で
集
中
す
る
演
奏
者
の
姿
が
見
え
る
。

パ
チ
パ
チ
と
音
た
て
そ
う
な
赤
き
花
深
夜
は
星
の
光
と
な
ら
む
　

 

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
花
の
色
が
印
象
的
。
下
句
の
飛
躍
し
た
想
像
に
心
魅
か
れ
る
。

我
が
国
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
は
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄
と
誇
る
女
性
歌
手
も

闇
を
越
え
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
中
島
　
保
行

　
そ
の
唄
は
、
人
生
の
苦
悩
を
経
験
し
て
こ
そ
わ
か
る
の
だ
と
。

鶺
鴒
は
己
の
影
連
れ
歩
み
た
り
後
ろ
の
影
を
知
る
や
知
ら
ず
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

立
ち
枯
れ
て
紅
葉
少
な
き
公
園
に
猛
暑
に
耐
え
し
銀
杏
輝
く
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

う
つ
す
ら
と
淚
う
か
べ
て
あ
や
ま
り
し
子
へ
手
を
出
し
て
握
手
を

も
と
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

ひ
と
り
し
て
暮
す
も
良
い
が
前
を
ゆ
く
手
つ
な
ぐ
白
髪
夫
婦
も
良

い
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
袋
谷
　
眞
壁
　
英
子

小
さ
き
秋
寒
暖
な
ら
ぬ
寒
暑
に
て
も
み
じ
と
ま
ど
う
い
つ
色
づ
け

ば
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
盤
　
石
丸
　
迪
子

東
浜
の
日
の
出
を
拝
し
西
浜
で
仰
ぐ
初
富
士
江
の
島
明
け
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

門か
ど

先さ
き

に
煮
し
め
た
よ
う
な
国
旗
ゆ
れ
昭
和
の
人
の
律
儀
を
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

朝
日
に
て
始
ま
る
紅
葉
の
輝
き
は
山
を
巡
り
て
夕
日
に
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

〈
天
〉旅
を
し
て
鰭
酒
少
し
覚
ゆ
る
や 

寺
分
　
松
本
　
賢
悟

　
何
と
い
っ
て
も
鰭
酒
が
素
晴
し
い
。
旅
で
も
し
な
い
と
な
か
な

か
飲
む
機
会
は
な
い
。
少
し
覚
ゆ
る
が
的
確
な
表
現
。

〈
地
〉選
り
し
葱
カ
ー
ト
に
入
れ
ず
抱
き
帰
る

 

藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
誰
で
も
経
験
あ
る
が
、
葱
を
大
事
に
し
て

い
る
作
者
像
が
わ
か
る
。
葱
は
冬
の
季
題
。

〈
人
〉来
客
の
聞
き
慣
れ
声
や
障
子
越
し 

腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
来
客
と
い
え
ど
よ
く
知
っ
た
者
で
誰
だ
か
わ
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
下
五
の
季
題
の
使
い
方
が
妙
。

初
鶏
の
啼
く
た
び
嶺ね

ね々

の
茜
ゆ
く
　
　
　
　
　
台
　
黒
岩
　
伸
幸

　
正
月
の
縁
起
の
よ
い
一
句
。
時
間
の
経
過
を
う
ま
く
作
品
に
し
た
。

迎
春
や
こ
の
青
空
を
故
郷
に
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
篠
田
つ
ゝ
み

　
俳
句
は
や
は
り
切
れ
字
。
上
五
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
の
で

一
気
に
詠
め
た
。

は
る
か
と
は
思
え
ぬ
空
に
冬
の
月
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

冬
の
澄
ん
だ
空
を
見
て
い
る
と
ま
る
で
月
が
近
く
に
あ
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
宇
宙
も
近
く
な
っ
た
の
か
。

こ
の
年
も
羨
な
く
過
ぎ
年
用
意
　
　
　
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

樹
々
濡
ら
す
雨
ひ
と
し
き
り
春
隣
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

脚
下
よ
り
秋
冷
迫
る
山
の
嶺
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

江
の
島
の
路
地
行
き
止
ま
り
石
蕗
の
花
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

耳
す
ま
す
如
木
洩
れ
日
の
冬
木
立
　
　
　
藤
沢
市
　
山
田
　
節
子

円
覚
寺
読
経
こ
ぼ
れ
る
寒
の
朝
　
　
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

金
網
に
鴉
二
十
羽
冬
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

開
け
づ
ら
き
蜂
蜜
の
蓋
寒
戻
る
　
　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

秋
の
日
に
黄こ

金が
ね

極
め
し
大
銀
杏 

材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

夜
型
を
朝
型
に
す
る
年
あ
ら
た
　
　
　
　
材
木
座
　
有
野
　
冬
花

鎌
倉
を
終
の
栖
に
落
葉
道
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

掃
く
背せ
な
に
風
の
便
り
や
柿
落
葉
　
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

ケ
ー
キ
買
う
列
九
十
九
折
り
ク
リ
ス
マ
ス
　
城
廻
　
横
山
　
初
恵

想
い
出
の
故
郷
つ
な
ぐ
冬
日
和
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

で
に
ネ
ッ
ト
か
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
同
セ
ン
タ
ー
☎
25
・

２
０
３
０

▼
２
市
１
町
合
同
「
湘
南
花

の
展
覧
会
」

　
２
月
８
日
長
久
保
公
園
。

藤
沢
・
茅
ヶ
崎
市
・
寒
川

町
で
栽
培
し
た
ス
イ
ー
ト

ピ
ー
、
洋
ラ
ン
、
シ
ク
ラ
メ

ン
、
花
壇
苗
の
展
示
。
寄
せ

植
え
体
験
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

も
。
▽
販
売
会
９
日
11
〜
13

時
。
藤
沢
市
農
業
水
産
課
☎

０
４
６
６
・
25
・
１
１
１
１

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
月
１
日
御
谷
山
林
。
８
日

建
長
寺
回
春
院
。
15
日
十
二

所
果
樹
園
。
各
９
時
20
分
現

地
集
合
。▽
お
話
サ
ロ
ン「
鎌

倉
の
庭
木
が
語
る
温
暖
化
」

１
日
☎
23
・
６
６
２
１

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

国
論
寺
）
２
月
２
日
12
時
半
。

▽
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
21
日
17
時

半
。
▽
ソ
ン
ベ
カ
フ
ェ
26
日

16
時
半
。
各
大
人
５
百
円
、

中
学
生
以
下
無
料
。
要
予
約
。

渡
邉
方
☎
０
９
０・
５
１
９
９
・

１
６
５
４ fl atcafekam

aku
ra@gmail.com

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
２
月
９
日
10
〜
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。
※
献
品
受
付 

衣

類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援
用

食
糧
品
。
☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
　
未
使
用

切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
な
ど
も
。
鎌
倉
市
関
谷

▼
伊
東
雅
江
「
鎌
倉
カ
レ
ン

ダ
ー
」
展

　
２
月
14
日
ま

で
鎌
倉
中
央
図

書
館
、
３
月
４

〜
18
日
玉
縄
図

書
館
。
鎌
倉
の

情
景
を
鉛
筆
、

パ
ス
テ
ル
、
水

彩
な
ど
で
描
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー

の
原
画
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
。

☎
０
９
０
・
１
６
０
４
・
３
０
８
０

▼
新
春
企
画
展
「
花
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
作
品
展
」

　
２
月
21
日
〜
３
月
28
日
鎌

倉
彫
工
芸
館
。
花
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品
を
展
示
。
パ

ル
プ
ア
ー
ト
・
磁
器
・
布
・

粘
土
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
鎌

倉
彫
。
☎
23
・
０
１
５
４

▼
こ
ど
も
と
鎌
倉
彫

　
子
ど
も
た
ち
の
作
品
紹
介

と
、
彫
刻
体
験
な
ど
子
ど
も

向
け
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
鎌

倉
彫
会
館
で
開
催
。

▽
こ
ど
も
鎌
倉
彫
博
士
に
よ

る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
紹
介
　
２

月
１
日
〜
３
月
30
日
。
３
百

円
、
小
中
学
生
無
料
。

▽
こ
れ
ま
で
の
教
育
普
及
活

動
の
報
告
・
こ
ど
も
作
品
展 

３
月
９
日
ま
で
。
無
料
。
☎

25
・
１
５
０
２

▼
第
61
回 

新
春
書
道
展

　
２
月
25
日
〜
３
月
２
日
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
日

本
総
合
書
芸
院
会
員
一
般
の

作
品
約
１
８
０
点
と
、
幼
年

か
ら
中
学
生
の
新
春
書
初
め

約
50
点
。
同
書
芸
院
☎
23
・

２
１
０
０

▼
グ
リ
ー
ン
シ
ネ
マ
か
ま
く
ら

　
２
月
２
・
３
・
７
・
８

日
。「
バ
ベ
ル
の
学
校
」。

１
２
０
０
円
。
要
申
込
。
☎

40
・
３
３
８
９

▼
映
画
字
幕
翻
訳
の
仕
事

 

１
秒
４
文
字
の
魔
術

　
３
月
30
日
ま
で
川
喜
多
映

画
記
念
館
。
字
幕
カ
ー
ド
を

手
書
き
し
て
い
た
時
代
の
制

作
や
歴
史
の
変
遷
、
映
画
字

幕
翻
訳
に
ま
つ
わ
る
資
料
と

と
も
に
振
り
返
る
。４
百
円
、

鎌
倉
市
民
無
料
。

【
関
連
上
映
】「
モ
ロ
ッ
コ
」

２
月
２
日
／「
邂
逅
（
め
ぐ
り

あ
い
）」
１・２
日
／「
第
三
の

男
」
11
・
12
・
14
・
16
日
／

「
死
刑
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」

11
〜
16
日
／
「
思
春
期
」
18

〜
23
日
／
「
ロ
ー
ラ
」
18
〜

23
日
／
「
愛
と
哀
し
み
の
果

て
」
24
・
26
・
28
日
・
３
月

１・２
日
／「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト・

ラ
イ
ア
ン
」
24
・
26
・
27
日
・

３
月
１・２
日
。
千
円
。【
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
】
15
日
14
時
、

「
血
の
通
っ
た
字
幕
を
つ
く

る
た
め
に
」
字
幕
翻
訳
者
菊

地
浩
司
さ
ん
と
石
田
泰
子

さ
ん
。
千
円
。【
次
世
代
シ

ネ
マ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
】「
満

月
、
世
界
」
８
日
14
時
＋
ア

フ
タ
ー
ト
ー
ク
、
９
日
10
時

半
・
14
時
＋
上
映
解
説
。
千

円
。
☎
23
・
２
５
０
０

▼
慶
珊
寺
と
富
岡
八
幡
宮
の

名
宝

　
２
月
７
日
〜
３
月
23
日
県

立
金
沢
文
庫
。
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
に

よ
る
慶
珊
寺
蔵
『
大
般
若

経
』
調
査
の
成
果
と
武
州
富

岡
地
域
の
歴
史
あ
る
文
化

財
の
展
示
。
５
百
円
。
☎

０
４
５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

▼
園
田
隆
一
郎
の
オ
ペ
ラ
を

１
０
０
倍
楽
し
む
方
法

　
３
月
23

日
15
時
、

藤
沢
市
民

会
館
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
『
ト
ス
カ
』

よ
り
「
マ
リ
オ
！
マ
リ
オ
！

こ
こ
だ
よ
！
」、
ビ
ゼ
ー
『
カ

ル
メ
ン
』
よ
り
「
お
前
が
投
げ

た
こ
の
花
は
」な
ど
。
３
千
円
。

藤
沢
市
み
ら
い
創
造
財
団
☎

０
４
６
６
・
２
８
・
１
１
３
５

▼
第
25
回 

白
い
う
た
青
い
う

た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
鎌
倉

　
２
月
24
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
新
実
徳
英
・
谷
川
雁

両
氏
に
よ
る
21
世
紀
へ
の
叙

情
歌
。
千
円
、
高
校
生
以
下

無
料
。
主
催
は
鎌
倉
混
声
合

唱
団
ム
ジ
カ
お
さ
ら
ぎ
☎

31
・
８
６
６
３

▼The Gratitude Concert 

さ
よ
な
ら
神
奈
川
県
民
ホ
ー

ル
　
想
い
を
こ
め
て

　
３
月
１

日
14
時
、

４
月
か
ら

休
館
と
な
る
神
奈
川
県
民

ホ
ー
ル
で
20
年
に
わ
た
り

リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
て

き
た
メ
ン
バ
ー
が
ラ
ヴ
ェ

ル
、
ピ
ア
ソ
ラ
、
バ
ッ
ハ
ら

の
曲
を
演
奏
。
３
千
円
。
ス

タ
ジ
オ
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
☎

０
９
０
・
２
２
０
７
・
０
０
３
１

▼
松
山
バ
レ
エ
団
「
ジ
ゼ
ル

と
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
」

　
２
月
22
日
14
時
半
、
鎌

倉
芸
術
館
。
古
典
バ
レ
エ

「
ジ
ゼ
ル
」
を
清
水
哲
太

郎
さ
ん
が
新
演
出
。
森
下

洋
子
さ
ん
ら
の
出
演
で
。

３
千
円
〜
。
同
団
☎
03
・

３
４
０
８
・
７
９
３
９

▼
雛
人
形
―
目
出
度
い 

愛

で
た
い 

ひ
な
ま
つ
り

　
２
月
１
日
〜
３
月
16
日
鎌

倉
国
宝
館
。
江
戸
時
代
に
流

行
し
た
享
保
雛
、
古
今
雛
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
調
度
品
な
ど
の

鎌
倉
国
宝
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

５
百
円
。
☎
22
・
０
７
５
３

▼
岩
竹
理
恵
＋
片
岡
純
也
×

コ
レ
ク
シ
ョ
ン  

重
力
と
素

材
の
た
め
の
図
鑑

　
２
月
１
日
〜
４
月
13
日
県

立
近
代
美
術
館 

鎌
倉
別
館
。

岩
竹
さ
ん
の
平
面
作
品
と
片

岡
さ
ん
の
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
作

品
。曼
荼
羅
、大
津
絵
、鯰
絵
、

茶
器
な
ど
の
日
本
美
術
を
中

心
に
選
定
し
た
作
品
。
７
百

円
。
☎
22
・
５
０
０
０

▼
栗
林
隆 

Ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ

　
３
月
２
日
ま
で
県
立
近
代

美
術
館 

葉
山
。「
境
界
」
を

テ
ー
マ
に
展
示
室
外
の
空
間

を
利
用
し
た
栗
林
隆
さ
ん
の

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
、
映
像
な
ど
。

千
円
。
☎
０
４
６
・
８
７
５
・

２
８
０
０

▼
物
語
を
描
く
〜
清
方
を
魅

了
し
た
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
　

　
２
月
24
日
ま
で
鏑
木
清

方
記
念
美
術
館
。『
た
け
く
ら

べ
』
の
美
登
利
を
描
い
た
初

期
の
代
表
作
、
文
学
世
界
に

登
場
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
に

取
材
し
た
作
品
や
口
絵
な
ど
。

３
百
円
。
☎
23
・
６
４
０
５

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
季
節
展 

旅
〜UKIYOE Journey

　
３
月
９
日
ま
で
鎌
倉
文
華

館
。
旅
を
テ
ー
マ
に
江
戸
の

人
々
が
楽
し
ん
だ
神
奈
川
の

旅
路
、風
景
の
浮
世
絵
な
ど
。

６
百
円
。
☎
55
・
９
０
３
０

茶
ちゃ

木
き

 静
せい

萌
ほう

さん 

新春書道展を開く
日本総合書芸院理事長

●ペット紹介　写真・
紹介文と住所、氏名、
☎明記。掲載後写真を
カレンダーにして贈呈。
info@kamakura-asahi.com
●歌壇・俳壇　
ハガキ１枚に３首（句）
まで。同じ面に住所、氏
名、☎を明記。１面題
字下住所の鎌倉朝日へ。

≪投稿募集≫

　
書
道
の
興
隆
と
普
及
を
目
指

し
、
人
材
育
成
や
地
域
貢
献
活

動
を
し
て
い
る
日
本
総
合
書
芸

院
（
鎌
倉
市
二
階
堂
）。
コ
ロ
ナ

禍
の
さ
な
か
に
、
そ
の
第
５
代

理
事
長
を
引
き
継
い
で
か
ら
、

６
月
で
３
年
。
少
子
化
の
進
む

な
か
、
か
つ
て
書
道
を
た
し
な

み
、
子
育
て
な
ど
で
離
れ
て
い

た
人
ら
が
、
も
う
一
度
戻
っ
て

こ
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「
書
は
紙
、
墨
、
筆
の
運
び
の

ト
ー
タ
ル
芸
術
。
読
む
の
で
は

な
く
、
絵
の
よ
う
に
形
を
見
る

も
の
。読
む
と
疲
れ
る
」と
い
う
。

　
横
須
賀
市
の
生
ま
れ
で
、
現

在
も
住
む
。
２
代
目
の
理
事
長

だ
っ
た
父
静せ
い

谷こ
く

さ
ん
の
そ
ば

で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
筆
を
持
っ

て
遊
ん
で
い
た
。
母
に
は
「
稽

古
始
め
は
６
歳
６
カ
月
か
ら
」

と
聞
い
た
が
、
実
際
に
は
幼
稚

園
児
の
こ
ろ
の
ひ
ら
が
な
の
作

品
が
、
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た

記
録
が
あ
る
。

　
そ
の
書
の
ル
ー
ツ
は
祖
母
美

重
さ
ん
に
遡
る
。
美
重
さ
ん
は

特
定
の
師
匠
に
つ
い
た
こ
と
は

な
い
。
だ
が
、
短
歌
や
俳
句
を

た
し
な
み
、
流
れ
る
よ
う
な
美

し
い
文
字
で
巻
紙
に
手
紙
を
書

い
た
。

　「
市
長
さ
ん
の
前
で
席
上
揮き

毫ご
う

し
た
と
い
う
の
が
自
慢
だ
っ

た
。
父
は
怒
ら
な
か
っ
た
が
、

祖
母
は
厳
し
い
人
だ
っ
た
」

　
自
宅
近
く
に
出
稽
古
に
来
た

日
本
総
合
書
芸
院
の
先
生
に
習

う
こ
と
を
、
父
に
勧
め
た
の
が

祖
母
だ
っ
た
。
そ
れ
が
そ
も
そ

も
の
発
端
。
そ
し
て
「
お
前
は

や
る
ん
だ
よ
」
と
、
自
身
も
祖

母
に
書
の
道
を
勧
め
ら
れ
た
。

　「
妹
も
高
校
ぐ
ら
い
ま
で
は

書
道
を
し
て
い
た
が
、『
お
姉

ち
ゃ
ん
が
や
る
か
ら
い
い
よ

ね
』
と
、
さ
っ
さ
と
自
分
の
や

り
た
い
保
育
士
に
な
っ
た
」

　
理
事
長
を
引
き
継
ぐ
の
は
、

実
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た
。
前

任
の
東
山
右ゆ
う

徹て
つ

（
時
宗
法
主
・

東
山
心
徹
）
さ
ん
に
、
こ
と
あ

る
ご
と
に
「
次
は
や
る
ん
だ
よ
」

と
言
わ
れ
て
も
、
聞
こ
え
な
い

ふ
り
を
し
て
い
た
ぐ
ら
い
。

　「『
じ
ゃ
あ
、
だ
れ
が
や
る
ん

だ
い
』
と
言
わ
れ
て
、
覚
悟
を

決
め
ま
し
た
」

　
現
在
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
会
員
２
千
人
弱
。
神
奈
川
県
を

中
心
に
、
北
海
道
や
熊
本
県
な
ど

を
含
め
、
１
３
６
教
室
が
あ
る
。

　
鎌
倉
市
内
の
中
学
校
に
出
か

け
て
指
導
す
る
こ
と
も
あ
る
。

子
ど
も
に
は
、
お
手
本
そ
っ
く

り
に
書
こ
う
と
せ
ず
、半
紙
い
っ

ぱ
い
に
の
び
の
び
書
い
て
ほ
し

い
。
だ
が
、
い
ま
の
学
校
で
は

指
導
者
が
足
ら
ず
、
墨
の
す
り

方
す
ら
知
ら
な
い
生
徒
も
い
る
。

　
２
月
25
日
か
ら
３
月
２
日
ま

で
、
鎌
倉
駅
前
の
鎌
倉
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
地
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、「
第
61
回
新
春
書
道
展
」
を

開
く
。
約
１
７
０
点
が
展
示
さ

れ
る
予
定
。

　
８
月
に
は
東
京
都
美
術
館
で

第
66
回
日
本
総
合
書
芸
院
展
を

開
く
。
コ
ロ
ナ
以
前
は
、
受
賞

し
た
中
学
生
で
翌
春
、
訪
中
団

を
組
織
し
た
が
、
中
国
の
国
内

情
勢
も
あ
っ
て
再
開
で
き
な
い

の
が
残
念
だ
。

　
33
年
間
理
事
長
を
務
め
た
父

は
７
年
前
に
亡
く
な
っ
た
。
そ

の
後
ご
主
人
、
義
母
を
亡
く
し
、

い
ま
は
一
人
暮
ら
し
。
二
人
の

息
子
は
独
立
し
て
、
長
男
の
も

と
に
孫
が
二
人
。
こ
の
年
末
年

始
は
次
男
と
過
ご
し
た
。
本
名
・

橘
た
ち
ば
な

尚な
お

美み

さ
ん
。
66
歳
。
　
　

 

（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

▼
高
谷
映
子
・
佐
藤
香
織 

コ

ス
チ
ュ
ー
ム
ジ
ュ
エ
リ
ー
展

　
２
月
１
〜
９
日
ま
で
小
町

通
り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆

堂
。
☎
22
・
３
７
６
９

　▼
月
猫
展

　
２
月
15
〜
24
日
北
鎌
倉

ギ
ャ
ラ
リ
ー
月
。
青
蜩
丸
と

蟬
丸
作
品
、
所
蔵
品
の
展
示
。

絵
付
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
。

☎
22
・
２
９
１
３

▼
地
域
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
２
月
９
日
13
時
半
、
湘

南
台
文
化
セ
ン
タ
ー
。「
孤

独
・
孤
立
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
と
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
。
講
師
は
内
閣
府
孤

独
・
孤
立
対
策
推
進
参
与
大

西
連
さ
ん
。
無
料
。
申
込
不

要
。
藤
沢
市
地
域
共
生
社
会

推
進
室
☎
０
４
６
６
・
50
・

３
５
４
４

▼
虚
子
生
誕
１
５
０
年
「
鎌

倉
ゆ
か
り
の
俳
人 

高
濱
虚

子
の
足
あ
と
」

　
２
月
18
日
10
時
、
鎌
倉
婦

人
子
供
会
館
。
虚
子
の
業
績

を
振
り
返
り
、
彼
と
関
わ
り

の
深
か
っ
た
人
物
や
ゆ
か
り

の
地
を
紹
介
。
申
込
は
メ
ー

ル
・
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

８
百
円
。
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

☎
24
・
６
５
４
８

▼
本
郷
先
生
の
鎌
倉
も
の
が

た
り
３

　
３
月
３
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
鎌
倉
時
代
の
史
料
の

編
纂
に
従
事
す
る
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
本
郷
和
人
教
授

の
話
。
無
料
。
申
込
不
要
。

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
鎌
倉

支
部
☎
23
・
２
０
８
５

▼
鎌
倉
の
文
化
財
建
物
〜
常

楽
寺
と
英
勝
寺
を
通
し
て

　
３
月
９
日
10
時
半
、
大
船

学
習
セ
ン
タ
ー
。
中
世
以
来

の
禅
宗
様
建
築
を
継
承
す
る

常
楽
寺
仏
殿
・
山
門
と
英
勝

寺
の
特
色
を
解
説
。
講
師
は

横
浜
国
立
大
学
大
野
敏
教

授
。
無
料
。
申
込
は
27
日
ま

３
８
７
―
13
鎌
倉
ユ
ネ
ス

コ
協
会
・
小
倉
宛
。
☎
０
８

０
・
６
６
０
２
・
９
４
９
８

▼
新
春 

盆
踊
り 

鎌
倉
音
頭

を
踊
ろ
う
！
　

　
２
月
11
日
13
〜
15
時
、
御

成
小
学
校
。「
炭
坑
節
」「
東

京
音
頭
」「
ダ
ン
シ
ン
グ
ヒ
ー

ロ
ー
」「
ド
ラ
え
も
ん
音
頭
」

な
ど
。
無
料
。
申
込
不
要
。
御

成
小
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
。

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
２
月
15
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇

▽
山
歩
き
16
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
台
峯

緑
の
会
。
☎
０
９
０
・
６
５

０
２
・
２
４
７
０

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画 

節
分
豆

２
月
１
・
２
日
先
着
１
０
０

人
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ

コ
８
・
９
日
先
着
２
０
０
人
。

▽
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

22
・

23
日
・
３
月
１
日
20
時
ま

で
、
２
月
24
日
・
３
月
２
日

19
時
半
ま
で
。
▽
フ
ラ
ワ
ー

コ
ン
サ
ー
ト 
２
日
・
16
日
・

３
月
２
日
各
11
・
14
時
。 

▽
園
長
う
め
さ
ん
ぽ
９
日
10

時
。
無
料
。
▽
ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ズ
教
室 

19
・
26
日
・

３
月
５
日
13
時
半
、
無
料
。

▽
ハ
ス
の
植
え
替
え
体
験

３
月
１
日
10
時
・
13
時
半
。

１
５
０
０
円
。
11
日
ま
で
に

申
込
。
入
園
料
４
百
円
。
☎

46
・
２
１
８
８

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
江
ノ
島
道 

梅
の
常
立
寺

か
ら
新
林
公
園
２
月
19
・

21
・
25
日
・
３
月
３
日
９

時
、
湘
南
江
の
島
駅
５
階

展
望
デ
ッ
キ
集
合
。
約
５

㎞
。
８
百
円
。
▽
長
谷
の
路

地
裏
か
ら
梅
の
光
則
寺
へ
12

・
14
・
17
・
27
日
９
時
、
極

楽
寺
駅
改
札
前
集
合
。
約
３

㎞
。
８
百
円
。
▽
杉
田
・
富

岡
妙
法
寺
梅
祭
り
、
旧
川
合

玉
堂
別
邸
庭
園
15
・
16
日
９

時
半
、
JR
新
杉
田
駅
改
札
出

口
集
合
。
約
６
・
５
㎞
。
８
百

円
。
▽
十
二
所
果
樹
園
か
ら

の
梅
林
大
展
望
22
日
９
時

半
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台
広

場
集
合
。
約
３
・
５
㎞
。
８
百

円
、
保
護
者
同
伴
小
中
学
生

無
料
。
☎
24
・
６
５
４
８

▼
第
９
回 

逗
子 

復
幸
男
女

決
定
戦

　
２
月
11
日
10
時
、
法
性

寺
。
今
年
の
逗
子
１
番
の
福

男
女
を
決
め
る
競
争
。
山
門

か
ら
本
堂
正
門
ま
で
の
坂
を

上
る
コ
ー
ス
。
復
幸
男
、女
、

児
童
決
定
戦
は
要
申
込
。
復

幸
ラ
ン
は
速
さ
関
係
な
く
頂

上
ま
で
登
る
。
無
料
。
逗
子

災
害
ボ
ラ
バ
ス
タ
ー
ズ
☎

０
９
０
・
３
９
１
７
・
８
４
３
２

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
月

21
日
８
時
〜
14
時
半
。
雑
貨

･

衣
類･

手
造
り
品
な
ど
約

20
店
。
▽
骨
董
市
22
日
７
時

半
〜
14
時
半
。

※
フ
リ
マ
・
骨
董
市
出
店
者

募
集
中
。
片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

▼
ミ
モ
ザ 

交
流
会

　
２
月
24
日
13
時
、
神
奈
川

県
社
会
福
祉
協
議
会
。
難
病

等
を
持
つ
人
や
家
族
に
体
験

談
や
話
を
聞
く
。
オ
ン
ラ
イ

ン
同
時
開
催
。
無
料
。
21
日

ま
で
に
HP
で
申
込
。
難
病
を

も
つ
方
と
と
も
に
歩
む
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
の
会
ミ
モ
ザ
☎

０
７
０
・
１
５
０
０
・
６
３
７
２

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ク
レ
レ
コ
ン

サ
ー
ト

　
３
月
１
日
10
時
半
、
玉
縄

学
習
セ
ン
タ
ー
。
ハ
ワ
イ
ア

ン
ナ
ン
バ
ー
や
懐
か
し
い
曲

を
。
無
料
。
14
日
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
申
込
。
同
セ
ン

タ
ー
☎
44
・
２
２
１
９

▼
第
18
回 

鎌
倉
市 
親
子
テ

ニ
ス
教
室

　
３
月
15
日
（
雨
天
時
は
30

日
）
９
時
・
11
時
半
・
14
時

半
、
笛
田
公
園
。
キ
ッ
ズ

（
５
歳
〜
小
３
）、
ジ
ュ
ニ
ア

（
小
４
〜
中
３
）、
大
人
（
高

校
生
以
上
）
の
３
ク
ラ
ス
。

１
８
０
０
円
。
鎌
倉
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
対
象
。
17
日

ま
で
に
HP
か
ら
申
込
。
鎌
倉

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
。

田
村
　
慶

⑨

ト
マ
ト
と
白
菜
の
き
し
め
ん
風
鍋

新
鎌
倉
料
理

　
２
月
に
な
り
ま
し
た
。
鎌
倉

は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
で
す

が
、
外
で
は
元
気
な
子
供
た
ち

の
声
。「
卒
業
」
ま
で
残
り
少

な
い
時
間
友
達
、
家
族
と
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
そ
ん
な
時
期
で
す

が
、
肌
寒
い
、
こ
ん
な
時
食

べ
た
く
な
る
料
理
と
言
え
ば

「
鍋
」。
家
族
、
友
達
、
自
分
の

健
康
の
た
め
、
身
も
心
も
温
ま

る
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

●
材
料
（
２
人
前
）

【
鍋
ス
ー
プ
】
▽
水
１
ℓ
▽
酒

２
０
０
㏄
▽
醤
油
１
２
０
㏄

▽
味
醂
１
２
０
㏄
▽
手
羽
元
4

本
▽
ゴ
マ
油
適
量
▽
胡
椒
適
量

【
鍋
具
材
】
▽
白
菜
１
／
４
玉

▽
ト
マ
ト
２
つ
▽
え
の
き
１

パ
ッ
ク
▽
芹
１
パ
ッ
ク
▽
鶏
ミ

ン
チ
１
０
０
㌘
▽
長
葱
1
本

●
作
り
方

①
鍋
に
ゴ
マ
油
を
熱
し
、
手
羽

元
、
青
葱
を
両
面
焦
げ
目
が
つ

く
ま
で
焼
く
。
②
残
り
の
水
、

調
味
料
を
入
れ
強
火
に
か
け
、

沸
騰
し
た
ら
弱
火
に
し
て
お

く
。
③
白
菜
を
き
し
め
ん
の
よ

う
に
縦
に
細
切
り
し
て
お
く
。

④
下
３
㎝
の
白
葱
を
千
切
り
に

す
る
。
⑤
ト
マ
ト
を
湯
剥
き
し

て
、へ
た
の
方
を
く
り
抜
い
て
、

中
に
鶏
ミ
ン
チ
を
詰
め
る
。

⑥
残
り
の
野
菜
も
食
べ
や
す
い

サ
イ
ズ
に
切
り
分
け
る
。

⑦
【
鍋
ス
ー
プ
】
の
手
羽
元
の

身
を
ほ
ぐ
し
、
取
り
出
し
具
材

を
加
熱
し
、
葱
の
千
切
り
、
ほ

ぐ
し
身
を
乗
せ
完
成
。

（
創
作
和
料
理
近
藤
　
副
料
理
長
）

「
寒
い
季
節
に
創
作
鍋
料
理
」

園田隆一郎さん

森谷真理さん

工藤和真さん
　
３
月
１
日
16
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
き
ら

ら
鎌
倉
）
ホ
―
ル
。

　「
サ
ー
カ
ス
」
の
元
メ
ン

バ
ー
で
、
現
在
「2Voice

」
と
し
て
活
躍
す
る
原
順

子
・
叶
央
介
の
二
人
と
、

両
氏
が
指
導
す
る
コ
ー
ラ
ス

サ
ー
ク
ル
「
鎌
倉
ジ
ョ
イ
フ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が
洋
楽
や

ポ
ッ
プ
ス
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
披
露
し
ま
す
。

　
３
千
円
。
島
森
書
店
・

た
ら
ば
書
房
扱
。
☎
０
９
０
・

５
８
０
７
・
５
０
３
０
杉
本

鎌
倉
の
輪
Ⅳ
コ
ン
サ
ー
ト

　
江
戸
時
代
の
出
版
界
を
代

表
す
る
版
元
で
あ
る
蔦
屋
重

三
郎
が
関
わ
っ
た
喜
多
川
歌

麿
や
葛
飾
北
斎
な
ど
の
絵
師

の
63
作
品
を
展
示
し
た
「
藤

沢
と
江
戸
の
出
版
事
情
〜
蔦

屋
重
三
郎
と
絵
師
た
ち
〜
」

が
藤
沢
市
の
藤
澤
浮
世
絵
館

（
辻
堂
神
台
２
丁
目
）
で
24
日

ま
で
開
か
れ
て
い
る
。

　
歌
麿
や
東
洲
斎
写
楽
ら
の

浮
世
絵
師
な
ど
を
世
に
送

り
出
し
た
蔦
屋
が
版
元
と
な

り
、
歌
麿
が
そ
の
雅
号
を
名

乗
る
直
後
に
さ
し
絵
を
描
い

た
「
古
湊
道
中
記
」
や
、
版

元
は
違
う
も
の
の
、
蔦
屋
で

見
い
だ
さ
れ
た
歌
麿
が
、
錦

 

蔦
屋
重
三
郎
と
絵
師
た
ち

 

藤
澤
浮
世
絵
館
で
展
示
会

絵
を
売
る
絵
草
紙
屋
の
店
先

を
描
き
、
江
戸
時
代
に
浮
世

絵
が
売
ら
れ
て
い
る
様
子
が

わ
か
る
「
江
戸

名
物
錦
画
耕
作

（
抜
粋
）」
＝
写

真
、
蔦
屋
発
行

の
版
本『
柳
の

糸
』
か
ら
の
抜

粋
で
北
斎
が
春
の
江
の
島
を

描
い
た
「
江
島
春
望
」
な
ど
。

　
会
期
中
の
日
曜
午
後
、
浮

世
絵
す
り
体
験
（
申
込
不
要
）

も
。
入
場
無
料
。
同
館
☎

０
４
６
６
・
33
・
０
１
１
１

村田望さん（歌）

鎌倉市中央図書館 （12月分）
　鎌倉市中央図書館(☎25･2611)は12月に一般106冊、
児童書125冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「生成ＡＩのしくみ」岡野原大輔著　岩波書店　岩
波科学ライブラリー ▼「子どもの読む力を育てよう！」
小川三和子著　青弓社▼「挨拶の哲学」鳥越覚生著　春
風社▼「国際法からとらえるパレスチナQ＆A」ステ
ファニー・クープ著　岩波書店　岩波ブックレット 
　▼「世界の果てまで行って喰う」石田ゆうすけ著　
新潮社▼「地図なき山」角幡唯介著　新潮社▼「2032年、
日本がスタートアップのハブになる」フィル・ウィッ
クハム著　ニューズピックス▼「おとぎ話はなぜ残酷
でハッピーエンドなのか」ウェルズ恵子著　岩波書店
　岩波ジュニア新書▼「図解眠れなくなるほど面白い
遺伝の話」安藤寿康監修　日本文芸社
　▼「まっとうな気候政策へ」西岡秀三ほか編著　地平
社▼「オリーブオイルがある暮らし」有元葉子著　小
学館▼「SNS惹きつけライティング」荒井あずさ著　
ぱる出版▼「世界 28 言語図鑑」東京外国語大学ワール
ド・ランゲージ・センター編　大修館書店▼「『うた』
で読む日本のすごい古典」安田登著　講談社▼「傑作！
名手達が描いた小説『蔦屋重三郎と仲間たち』」井上
ひさしほか著　宝島社　宝島社文庫▼「ここで唐揚げ
弁当を食べないでください」小原晩著　実業之日本社
▼「ころんで、笑って、還暦じたく」山脇りこ著　ぴあ

絵
画
・
美
術
品

　高
価
買
取

木
版
画

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸
☎
24
・
４
０
８
１

明
治
・
大
正
・
昭
和

　
宮
澤
賢
治
の
作
品
の
中
に

「
虔け
ん

十
じ
ゅ
う

公こ
う

園え
ん

林り
ん

」
と
い
う
短
い

物
語
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作
品

は
「
風
の
又
三
郎
」（
新
潮
文
庫
）

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

物
語
の
主
題
は
、
人
間
の
「
本

当
の
幸
せ
と
は
何
か
」
を
問
い

か
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
賢
治

は
「
幸
せ
」
を
「
さ
い
わ
い
」

と
い
う
言
葉
で
語
っ
て
い
ま
す
。

　
物
語
の
主
人
公
は
、｛
虔け
ん

十じ
ゅ
う｝

と
い
う
少
年
で
す
。
虔
十
少
年

は
少
々
頭
の
弱
い
子
で
、
近
所

の
大
人
や
子
ど
も
た
ち
か
ら
馬

鹿
に
さ
れ
、
他
人
は
彼
に
冷
た

く
当
た
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
兄
さ
ん
や
母
さ
ん
や

父
さ
ん
に
見
守
ら
れ
、
か
わ
い

が
ら
れ
て
す
く
す
く
と
育
ち
ま

し
た
。

　
ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
た
子
ど
も

が
い
て
も
、
家
族
の
皆
は
、
そ

の
子
を
い
つ
く
し
ん
で
い
ま
す
。

虔
十
の
存
在
は
、
家
族
み
ん
な

に
家
庭
の
「
幸
せ
」、「
さ
い
わ

い
」
と
は
何
か
を
そ
れ
と
な
く

教
え
て
い
る
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
身
近
に
ハ
ン
デ
ィ

の
あ
る
子
ど
も
が
い
た
ら
、

ど
う
対
応
し
、
語
り
掛
け

た
ら
よ
い
か
、
虔
十
の
家

族
が
教
え
て
い
ま
す
。

　
虔
十
少
年
は
あ
る
時
、
家
族

に
頼
ん
で
、
杉
の
苗
を
大
量
に

買
い
込
み
、
家
の
裏
の
野
原
に

植
え
た
い
と
言
い
出
し
ま
す
。

虔
十
の
突
然
の
思
い
付
き
に
近

所
の
心
な
い
大
人
た
ち
は
マ
ユ

を
ひ
そ
め
ま
す
が
、
家
族
は
み

ん
な
で
虔
十
の
行
動
に
理
解
を

示
し
応
援
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
そ
の
杉
木
立
は
成

長
し
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

虔
十
は
20
年
後
に
亡
く
な
り
ま

す
が
、
そ
の
杉
林
は
や
が
て
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
た
ち

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
後
、
あ
た
り
の
畑
や

田
ん
ぼ
は
、
都
会
化
が
進
み
、

消
失
し
ま
い
ま
す
。
町
に
は
鉄

道
が
走
り
、
工
場
や
学
校
が
立

ち
並
ぶ
町
に
変
貌
し
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、
虔
十
が
昔
植
え

た
杉
林
は
立
派
に
育
ち
、
町
中

の
人
々
と
子
ど
も
た
ち
の
憩
い

の
場
と
し
て
、
に
ぎ
わ
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
20
年
と
い
う
歳

月
が
経
ち
、
虔
十
家
族
が
暮
ら

し
て
い
た
町
は
、
す
っ
か
り
様

変
わ
り
し
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
、生
前
の
虔
十
の
お
か
げ
で
、

緑
で
お
お
わ
れ
た
立
派
な
杉
林

は
取
り
は
ら
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
杉
林

は
虔
十
の
遺
志
を
継
い
で
、
町

の
人
た
ち
の
オ
ア
シ
ス
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
「
虔
十
公
園

林
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
町
の
歴

史
的
な
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

虔
十
少
年
の
町
の
未
来
を
見
通

し
た
か
の
よ
う
な
杉
植
え
の
知

恵
は
、
後
世
の
人
々
の
暮
ら
し

に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
自
然
の
美

し
い
風
景
と
な
っ
た
わ
け
で

す
。

　
虔
十
は
知
恵
遅
れ
の
子
と
し

て
差
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

世
間
の
人
間
と
は
ち
ょ
っ
と

違
っ
た
知
恵
、
本
物
の
「
さ
い

わ
い
」
を
直
観
的
に
感
じ
取
れ

る
仏
様
の
よ
う
な
少
年
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
知
恵
遅
れ
と
い

わ
れ
て
い
る
人
は
、
何
か
特
別

に
秀
で
た
才
能
や
能
力
、
た
と

え
ば
聴
覚
と
か
、
視
覚
と
か
、

直
観
と
か
を
持
っ
て
い
る
場
合

が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
と
、
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
、

周
り
の
人
を
和
ま
せ
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。
賢
治
も
そ
ん
な

人
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

賢
治
は
す
べ
て
の
人
が
「
さ
い

わ
い
」
で
あ
る
こ
と
を
本
気
で

願
っ
て
い
た
人
で
す
。
そ
の
点

で
、
虔
十
少
年
は
賢
治
と
重
な

り
ま
す
。虔
十
も
賢
治
自
身
も
、

杉
並
木
や
自
然
と
話
し
の
で
き

る
人
で
し
た
。
こ
の
短
い
お
話

に
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が

考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
た
く
さ
ん
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
　
鎌

倉
て
ら
こ
や
顧
問
）

賢
治
の
伝
え
る
「
さ
い
わ
い
」
と
は

　　　　                            

池
田
雅
之

62

多世代交流～子どもから大人までだれでも参加・楽しく交流～
鎌倉市在住の小学生以上対象　２月１日９時から各センターへ申込（先着順）

施　設　名 催　し　名 日　時

名越やすらぎセンター
☎25・1188

「ちょこっと深堀り 名越のこと」～日蓮聖
人松葉ヶ谷法難三ヶ寺をめぐる（拝観料400円）2月15日10時

「資生堂・プロが教える実践教室」
～３世代・紫外線対策からメイクまで 3月22日10時

腰越なごやかセンター
☎31・0800

和菓子作り体験～季節の上生菓子
を作ろう（千円） 2月16日10時

大人も子供もフィンガーアート体験 3月16日10時

教養センター
☎32・1221

キムチの知られざる世界
～えごまの葉のキムチ作り（千円） 2月22日10時

書道で遊ぶ、ボトルラベル作り～世界
でたった一つのラベルを創る（500円） 3月22日10時

今泉さわやかセンター
☎45・4611

グラウンドゴルフ体験教室 2月15日10時
さわやか落語会 3月22日13時半

玉縄すこやかセンター
☎47・1338 玉縄中学校箏曲部「箏曲演奏会」 3月15日10時

宮沢賢治（Wikipediaより引用）


